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～２年目を迎えて～

小泉武栄理事長
～富士山宝永噴火口にて

～これまでの組織の流れ～ ～我々は、昨年これだけのことをやりました～

l 東京環境工科学園「環境ＧＩＳ」講座応用編の第２期目を担当 
l 地理学会や生態学会での発表 
l 北海道での「自然環境ＧＩＳ実習会」（ＮＰＯエン･ビジョンと共催）  
l 講習会・実習会で使用するテキストやデータを集約した書籍類の作成 
l 自然環境の捉え方や解析技術に関する資格発給制度の検討 

～今年はこれだけのことをやります～

（今現在確定しているものだけです）

２００２年
９ 月 任意団体として発足
２００３年
３ 月 法人設立準備総会
４ 月 ＮＰＯ 法人認証申請
７ 月 ＮＰＯ 法人認証
９ 月 設立報告臨時総会
　　　(理事追加、活動の種類を追加）
12 月 定款における「特定非営利活動の種類」
　　　の追加の認証
２００４年
１ 月 第１回理事会

①環境情報の整備、公開事業
　●大手航測会社から、ＧＩＳデータの修正や作成の依頼を請け、
　 有償で対応いたしました。一部の業務は、現在も継続中です。

②自然環境保全等にかかわる人材育成、啓蒙活動事業
  ●東京環境工科学園での「環境ＧＩＳ」講座応用編を請け負い、
　 １５回の講座に講師を派遣しました。
  ●「兵庫県立 人と自然の博物館」と共催で、三田市・篠山市に
　 おいて３日間の「自然環境ＧＩＳ実習会」を行いました。
  ●日本ＥＳＲＩのユーザ会において、「自然環境分野ユーザのた
　 めのＧＩＳ解析体験」デモンストレーションを行いました。
  ●環境アセスメント協会北海道支部のＧＩＳ研修会でポテンシャ
　 ルマップ作成の実習を担当しました。

開催日時：2004（平成16）年1月8日、18時から21時まで
場　　所：東京国際フォーラム会議室
出 席 者：小泉理事長（議長）、増澤副理事長、井本副理事長、逸見副理事長、
          一ノ瀬理事、松林理事、原理事、三橋理事、吉田理事、辻村理事
議事次第：小泉理事長から年頭の挨拶
          定款変更－活動の種類の追加－の認証手続き終了の報告（事務局）
          議案の討論
討論内容：
1) 運営システムについて
　逸見・吉田 両理事より、NPOの運営システムとして現在試用中のニフティ パワーデスクの
運用手順案が示され、大筋で合意を得ました。パワーデスクに掲載し「情報を取りに行って
もらう」というだけの情報伝達だけではなく、「送られてくる情報」にもしてゆくやり方が
望ましいという意見や、単に情報を公開するに留まらず、案件管理者による情報コーディネ
ートの必要性もあるといった意見も出され、スケジュール管理の方法と併せて、今後とも検
討を重ねていくことといたしました。
2) 会計報告
　吉田理事（事務局会計担当）より、平成15年度上半期（平成15年7月1日～平成15年12月31日）
の決算報告があり、承認されました。
3) 案件進捗状況報告
　現在進行中ないしは起案中の案件について、担当理事から進捗状況の報告がありました。
NPOとしては、講習会・実習会や勉強会を通じて会員の募集をはかっていく基本方針が重要
であることを確認し、資格制度についても、一般向けの講習を通じて発給できるようなハー
ドルの低いものから先行して準備していく方針が打ち出されました。またＨＰからオリジナ
ルのツール等を無償でダウンロードできるサイトなどの新しいコンテンツを設ける案などが
出されました。
　なお、現時点で当ＮＰＯが取り組みつつある案件は別表のとおりです。

～先日行われた理事会の議事録です～

編集・発行　ＮＰＯ法人 地域自然情報ネットワーク 事務局
〒198-0052　青梅市長渕 7丁目372の2-710(吉田方）
TEL／FAX　0428-24-5120（IP）
ＵＲＬ：http://www.boreas.dti.ne.jp/~kent/gcn/
吉田　：PONTAX@e-mail.ne.jp　
辻村　：chihiro-tsujimura@nifty.com

一口メモ
案件とは？
　～ わがＮＰＯが行う、様々なプロジェクトです。
　 勉強会や委託事業など、全てを案件として扱い、
　 それぞれにプロジェクトチームを設けています。

～編集後記～

　昨今は、環境をキーワードに様々な問題がニュースになっています。
こうした社会の趨勢をよそに、自然環境の問題はなかなか理解されて
いません。とくに地形や地質といった基盤環境にまで目を向けてくれる
人たちは、まだまだ少ないように感じられます。
　様々な活動を通して、自然環境の大切さや奥深さをより具体的に議論
する場を設けていきたいと思っております。今後とも皆様のご意見・
ご指導を賜りたく、よろしくお願いいたします。（吉田・辻村）

一口メモ
当NPOの事業年度区切りは６月末日です。
今度の６月までは、２００３年度になります。

　明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。
　さて私たちのNPOも発足して２年目を迎えました。昨年はNPOとして初めて
GIS関係の出張講義を行ったり、いくつかの事業を受託したりして、ようやく
NPOらしい活動を始めることができました。三田でのGIS講習会に協力した
ことも大きな成果として忘れることはできません。皆さん本業は別にあり、
お忙しい中、さまざまの活動を担当してくださったわけで、本当にお疲れ様
でした。ここで改めて皆さんに御礼申し上げます。
　NPOの事業はまだ始まったばかりで、本格的な活動はこれからですが、メンバー
はよくこれだけ集まったと感心するほど有能な方々がそろい、おおいに期待して
いるところです。
　今年はいくつかの事業の継続・たちあげと同時に、最初からの懸案であった
「地生態系診断士」の認定事業を実際に発足させなければなりません。どのよ
うな講義とどのような実地研修を行い、どのような実力を要求するのかなど、
検討の必要な事項はたくさんあります。皆様の英知を結集して進めたいと思い
ますので、どうぞよろしくお願いします。

(理事長　小泉武栄)
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